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なかよく かしこく たくましく
～主体的に他者と協働し、豊かな学び方を身に付け、夢や目標を持って生きる子～

座安小学校の全職員は、子どもたち１人ひとりを認め、受け入れ、持ってい
る「可能性を拓き伸ばす教育」の実践をめざし、全力でがんばります！

座安っ子まつり！ 大成功！
「きのうのざやすっこまつり、とってもたのしかった～！」
月曜日（12/12）の朝、子供達が駆け寄ってきて、話してくれました。

「ぼくは重機を運転した！」「舞台でがんばったよ！」「マ
ジックボールもらった」などなどと、朝から目を輝かせ
て笑顔で話す子供達の様子を見て、やっぱり行事やイベ
ント等は、子供達の学校生活に潤いと活力を与えてくれ
るなあ、と思いました。
先生方には次のようなメッセージを送りました。

座安っ子まつりへのご協力に感謝申し上げます。３年ぶりの開催に、改めてイベント等に協

働で取り組んでいく楽しさ、大変な中にこそある充実感、やってよかったという安堵感と達成

感を見ることができました。

私は舞台の審査員をさせてもらいましたが、舞台発表における子ども達の表現力には圧倒さ

れました。改めて子ども達の可能性と創造性、「やらせればできる！」力を感じました。（逆に

やらせきれていない大人としての反省も）

子ども達をファシリテートし、任せて、認めほめていくことで、子ども達の可能性は広がっ

ていくのだと、座安っ子まつりを通して確信しています。

私たちが目指す「授業像」「教育の方向性」、そして「児童像」もまさに、「やらせればできる！」

で子ども達を伸ばしたい。そして「教師像」はファシリテートし、任せて、認めほめ、子ども

を伸ばす！、でありたいと思います。座安っ子まつりを通した、私の振り返りでした。

校長 具志直哉

座安っ子まつり実行委員会！
１０月１８日（火）に開催された「座安っ子まつり

実行委員会」から、座安っ子まつりが動き出しました。
感染対策を万全にしながら子ども達が楽しんでくれ
て、保護者や地域の方が「参加して良かった」と思え
るようなまつりにしていけるよう各部会毎に集まって
話し合いました。
当日を迎えるまで、再度部会毎に集まったり、連絡

を取り合ったり、買い出しや必要なものを持ち寄って
準備したりするなど大変だったと思いますが、３年ぶ
りの「座安っ子まつり」を成功させようと、ＰとＴが
連携し合い、がんばってくれました。本当にありがと
うございました。

いよいよ座安っ子まつり当日


